
(57)【要約】

【課題】　冷凍能力を大きく変えることなく各冷却温度

帯の貯蔵室やその収納量を使用者の望みに応じた位置と

することができ、使い勝手のよい冷蔵庫を提供する。

【解決手段】　圧縮機17、凝縮器、減圧装置および冷蔵

室専用冷却器７と多温度室用冷却器９を連結した冷凍サ

イクルと、各冷却器で生成された冷気を吐出するファン

８，10と、これらのファンからの冷気を導入して内部を

冷却する複数の冷却貯蔵室とからなり、前記冷却貯蔵室

は、本体上部に最も収納容積の大きい回転扉式の冷蔵室

２を配置し、冷蔵室の下方に比較的小容量の製氷貯氷室

３と第１多温度切替室４を併設し、その下方に２段に亙

って第２、第３の多温度切替室５，６をそれぞれ引き出

し扉方式で配設し、第２、第３の多温度切替室の冷却温

度帯は少なくとも冷凍温度帯からチルド、冷蔵および野

菜温度帯までの各温度帯に切換制御可能としたことを特

徴とする。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 圧 縮 機 、 凝 縮 器 、 減 圧 装 置 お よ び 冷 蔵 室 専 用 冷 却 器 と 多 温 度 室 用 冷 却 器 を 連 結 し た 冷 凍
サ イ ク ル と 、 前 記 各 冷 却 器 で 生 成 さ れ た 冷 気 を 吐 出 す る フ ァ ン と 、 こ れ ら の フ ァ ン か ら の
冷 気 を 導 入 し 内 部 を 冷 却 す る 複 数 の 冷 却 貯 蔵 室 と か ら な り 、 前 記 冷 却 貯 蔵 室 は 、 本 体 上 部
に 最 も 収 納 容 積 の 大 き い 回 転 扉 式 の 冷 蔵 室 を 配 置 し 、 冷 蔵 室 の 下 方 に 比 較 的 小 容 量 の 製 氷
貯 氷 室 と 第 １ の 多 温 度 切 替 室 を 併 設 し 、 さ ら に そ の 下 方 に ２ 段 に 亙 っ て 第 ２ 、 第 ３ の 多 温
度 切 替 室 を そ れ ぞ れ 引 き 出 し 扉 方 式 で 配 設 し 、 前 記 第 ２ 、 第 ３ の 多 温 度 切 替 室 の 冷 却 温 度
帯 は 少 な く と も 冷 凍 温 度 帯 か ら チ ル ド 、 冷 蔵 お よ び 野 菜 温 度 帯 ま で の 各 温 度 帯 に 切 替 制 御
可 能 と し た こ と を 特 徴 と す る 冷 蔵 庫 。
【 請 求 項 ２ 】
　 第 １ の 多 温 度 切 替 室 は 冷 却 対 象 温 度 帯 を ０ 度 以 上 の チ ル ド 、 冷 蔵 、 野 菜 温 度 お よ び ワ イ
ン 保 存 温 度 に 切 り 替 え 可 能 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 冷 蔵 庫 。
【 請 求 項 ３ 】
　 各 室 へ の 冷 気 ダ ク ト に は 室 内 へ の 吹 き 出 し 側 と 吸 込 み 側 に そ れ ぞ れ 冷 気 を 遮 断 す る ダ ン
パ ー を 設 置 し 、 設 置 室 温 が 所 定 温 度 範 囲 に あ る と き に は 双 方 の ダ ン パ ー を 閉 塞 し て 冷 気 の
移 動 を 遮 断 す る と と も に 、 温 度 上 昇 に 応 じ て 適 宜 ダ ン パ ー を 開 閉 す る よ う に し た こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 冷 蔵 庫 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 下 ２ 段 の 引 き 出 し 容 器 を 配 設 し た 多 温 度 切 替 室 を 野 菜 温 度 モ ー ド に 設 定 し て い る 場 合
は 、 室 内 へ の 冷 気 の 吹 き 出 し を 上 段 容 器 側 の み と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 冷
蔵 庫 。
【 請 求 項 ５ 】
　 多 温 度 切 替 室 内 に は 上 面 開 口 に 蓋 を 設 け た 収 納 容 器 を 配 置 し 、 前 記 蓋 は 開 閉 機 構 に よ っ
て 収 納 容 器 の 開 口 を 開 閉 自 在 に 閉 塞 す る と と も に 、 閉 蓋 時 に は 室 内 へ の 吹 き 出 し 冷 気 を 収
納 容 器 の 周 囲 に 循 環 さ せ 、 開 蓋 時 に は 吹 き 出 し 冷 気 を 容 器 内 に 流 入 さ せ る よ う に し た こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 冷 蔵 庫 。
【 請 求 項 ６ 】
　 蓋 開 閉 機 構 は 収 納 容 器 の 後 方 に 配 置 し た 押 上 げ 部 材 に よ っ て 押 上 げ 片 を 上 方 に 突 出 さ せ
る 機 構 と し 、 蓋 前 端 を 室 内 側 に 保 持 す る と と も に 蓋 の 後 端 に 設 け た 係 止 部 を 前 記 押 上 げ 片
と 係 合 さ せ る こ と で 押 上 げ 片 の 上 方 突 出 時 に は 蓋 の 後 部 を 開 放 し 、 押 上 げ 片 の 下 方 没 入 時
に は 収 納 容 器 の 開 口 を 閉 塞 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 冷 蔵 庫 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 冷 蔵 庫 に 係 り 、 特 に 、 冷 蔵 室 以 外 の 複 数 の 貯 蔵 室 を 温 度 切 替 室 と し た 冷 蔵 庫
に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 生 活 パ タ ー ン や 家 族 形 態 の 多 様 化 か ら 、 一 般 ユ ー ザ ー の 冷 蔵 庫 商 品 へ の ニ ー ズ は
消 費 電 力 の 低 減 や フ ロ ン 問 題 な ど 環 境 対 応 に 留 ま ら ず 、 多 様 な 貯 蔵 雰 囲 気 室 の 設 置 や 貯 蔵
温 度 毎 の 収 納 容 量 の 拡 大 、 使 い 勝 手 の 向 上 な ど 広 範 囲 に 亙 っ て お り 、 冷 蔵 庫 単 体 で こ れ ら
種 々 の ニ ー ズ 全 て に 対 応 す る こ と は 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 冷 蔵 庫 の 収 納 内 容 積 に つ い て も 、 ２ ０ 年 程 前 に は ３ ０ ０ Ｌ 級 で あ っ た も の が 現 在 で は ４
５ ０ Ｌ 級 が 主 流 に な り 、 そ の 形 態 も 、 従 来 は 、 冷 凍 室 が 上 部 で 下 部 に 冷 蔵 室 、 最 下 部 に 野
菜 室 が 一 般 的 で あ っ た レ イ ア ウ ト が 、 近 年 で は 、 使 用 頻 度 の 高 い 冷 蔵 室 を 最 上 段 に 設 置 し
て そ の 下 方 に 冷 凍 室 、 最 下 部 に 野 菜 室 を 設 置 し た い わ ゆ る ミ ッ ド フ リ ー ザ タ イ プ や 、 逆 に
真 ん 中 に 野 菜 室 を 設 置 し た タ イ プ が 主 流 に な っ て い る 。 さ ら に 、 比 較 的 小 容 量 の 製 氷 貯 蔵
室 や 多 温 度 切 替 室 な ど 多 機 能 化 す る こ と に よ っ て 使 い 勝 手 の 向 上 が は か ら れ て い る （ 例 え
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ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ３ ４ ３ ９ ９ ８ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 数 年 間 に お け る 食 生 活 パ タ ー ン や 、 一 年 と い う 周 期 の 中 で も 夏 季 や 正 月
な ど の 季 節 に よ っ て 冷 蔵 庫 内 に 収 納 す る 食 品 の 種 類 の 変 化 は 大 き く 、 上 記 の 各 貯 蔵 室 構 成
で の 多 温 度 切 替 室 の 利 用 に よ る 冷 凍 温 度 帯 や 野 菜 温 度 帯 な ど の 収 納 容 量 増 加 で は 、 各 季 節
毎 や 随 時 の 生 鮮 食 品 や 野 菜 の 集 中 的 保 存 、 あ る い は 冷 凍 食 品 の 大 量 蓄 蔵 を 希 望 す る ユ ー ザ
ー ニ ー ズ に 対 応 さ せ る こ と が 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 上 記 の 各 冷 蔵 庫 構 成 に お け る 野 菜 室 や 冷 凍 室 、 製 氷 貯 氷 室 の 位 置 は 、 ど の パ タ ー
ン に お い て も 使 用 者 の 不 満 が 残 る も の で あ る 。 例 え ば 、 冷 蔵 室 に 下 方 に お い て 、 野 菜 室 が
上 部 で 冷 凍 室 や 製 氷 貯 氷 室 を そ の 下 部 に 配 置 し た 場 合 は 、 野 菜 室 の 土 汚 れ が 下 方 に 落 ち て
衛 生 的 で な い と い う 不 満 や 、 冷 凍 室 や 製 氷 貯 氷 室 が 下 方 部 位 に な る た め 、 収 納 食 品 の 出 し
入 れ が 不 便 で あ る と の 指 摘 が あ り 、 ま た 反 対 に 、 野 菜 室 を 最 下 部 に 配 置 す る 構 成 で は 、 日
常 比 較 的 多 く お こ な う 野 菜 の 出 し 入 れ に 都 度 腰 を 屈 め な け れ ば な ら な い と の 不 満 を 生 じ る
も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 上 記 点 を 考 慮 し て な さ れ た も の で あ り 、 冷 凍 能 力 を 大 き く 変 え る こ と な く 各 冷
却 温 度 帯 の 貯 蔵 室 や そ の 収 納 量 を 使 用 者 の 望 み に 応 じ た 位 置 と す る こ と が で き 、 使 い 勝 手
の よ い 冷 蔵 庫 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 に よ る 冷 蔵 庫 は 、 圧 縮 機 、 凝 縮 器 、 減 圧 装 置 お よ び 冷
蔵 室 専 用 冷 却 器 と 多 温 度 室 用 冷 却 器 を 連 結 し た 冷 凍 サ イ ク ル と 、 前 記 各 冷 却 器 で 生 成 さ れ
た 冷 気 を 吐 出 す る フ ァ ン と 、 こ れ ら の フ ァ ン か ら の 冷 気 を 導 入 し 内 部 を 冷 却 す る 複 数 の 冷
却 貯 蔵 室 と か ら な り 、 前 記 冷 却 貯 蔵 室 は 、 本 体 上 部 に 最 も 収 納 容 積 の 大 き い 回 転 扉 式 の 冷
蔵 室 を 配 置 し 、 冷 蔵 室 の 下 方 に 比 較 的 小 容 量 の 製 氷 貯 氷 室 と 第 １ の 多 温 度 切 替 室 を 併 設 し
、 さ ら に そ の 下 方 に ２ 段 に 亙 っ て 第 ２ 、 第 ３ の 多 温 度 切 替 室 を そ れ ぞ れ 引 き 出 し 扉 方 式 で
配 設 し 、 前 記 第 ２ 、 第 ３ の 多 温 度 切 替 室 の 冷 却 温 度 帯 は 少 な く と も 冷 凍 温 度 帯 か ら チ ル ド
、 冷 蔵 お よ び 野 菜 温 度 帯 ま で の 各 温 度 帯 に 切 替 制 御 可 能 と し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 構 成 に よ れ ば 、 使 用 者 の 望 む と き に 、 冷 却 貯 蔵 品 を 所 定 の 温 度 帯 で 各 々 の 量 に
応 じ て 収 納 し 冷 却 保 存 す る こ と が で き 、 状 況 に 応 じ て 収 納 容 積 を 拡 大 で き る と と も に 、 所
定 の 貯 蔵 温 度 室 を 希 望 の 高 さ 位 置 に 配 置 す る こ と で 使 い 勝 手 を 良 好 に し 、 し か も 従 来 に 比
し て 冷 凍 能 力 を 大 き く 変 え る こ と な く 、 且 つ 充 分 な 冷 凍 力 で 冷 却 制 御 で き る 冷 蔵 庫 を 得 る
こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 図 面 に 基 づ き 本 発 明 の １ 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 に 係 る 冷 蔵 庫
の 縦 断 面 図 、 図 ２ は 同 冷 蔵 庫 の 扉 を 省 略 し た 正 面 図 で あ り 、 断 熱 箱 体 か ら な る 冷 蔵 庫 本 体
（ １ ） 内 部 の 貯 蔵 空 間 の 上 部 に は 収 納 容 量 の 大 き い 冷 蔵 室 （ ２ ） を 配 置 し 、 そ の 下 方 に は
断 熱 仕 切 壁 を 介 し て 、 比 較 的 小 容 量 の 製 氷 貯 氷 室 （ ３ ） と 第 １ の 温 度 切 替 室 （ ４ ） と を 左
右 に 断 熱 区 分 し て 併 置 し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 製 氷 貯 氷 室 （ ３ ） と 第 １ の 温 度 切 替 室 （ ４ ） の 下 方 に は 、 前 記 同 様 に 断 熱 壁 で 区 画
さ れ た 第 ２ の 切 替 室 （ ５ ） を 設 け 、 最 下 部 に は 前 記 第 ２ の 温 度 切 替 室 （ ５ ） よ り わ ず か に
収 納 容 積 の 少 な い 第 ３ の 温 度 切 替 室 （ ６ ） を 断 熱 区 画 し て 配 置 し て い る 。
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【 ０ ０ １ １ 】
　 各 貯 蔵 室 （ ２ ） ～ （ ６ ） は 、 そ の 前 面 開 口 部 を 各 々 専 用 の 開 閉 扉 で 閉 塞 し て お り 、 最 上
部 に 配 置 し た 最 も 収 納 容 積 の 大 き い 冷 蔵 室 （ ２ ） 内 に は 複 数 段 に 棚 を 配 置 し 、 そ の 開 口 は
一 側 あ る い は 両 側 を ヒ ン ジ で 枢 支 し た 一 枚 あ る い は 観 音 開 き 式 の 扉 （ ２ ａ ） で 回 転 式 で 開
閉 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 冷 蔵 室 下 方 の 製 氷 貯 氷 室 （ ３ ） お よ び 第 １ ～ 第 ３ 温 度 切 替 室 （ ４ ） （ ５ ） （ ６ ） は 、 扉
に 固 着 し た 図 示 し な い 支 持 枠 上 に 載 置 し た 収 納 容 器 （ ４ ａ ） （ ５ ａ ） （ ６ ａ ） を 貯 蔵 室 内
に 設 け た レ ー ル に よ っ て 摺 動 さ せ る こ と で 冷 蔵 庫 本 体 （ １ ） か ら 前 後 方 向 に 引 き 出 し 自 在
と し て い る 周 知 の 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ し て 、 上 部 に 配 置 し た 冷 蔵 室 （ ２ ） 空 間 の 背 部 に は 冷 蔵 室 専 用 の 第 １ の 冷 却 器 （ ７ ）
お よ び フ ァ ン （ ８ ） を 設 置 し て お り 、 下 方 の 前 記 第 ２ 温 度 切 替 室 （ ５ ） と 第 ３ 温 度 切 替 室
（ ６ ） と の 背 部 に 亙 っ て は 、 前 記 製 氷 貯 氷 室 （ ３ ） お よ び 第 １ ～ 第 ３ 温 度 切 替 室 （ ４ ） （
５ ） （ ６ ） を 冷 却 す る 第 ２ の 冷 却 器 （ ９ ） を 設 置 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 （ 10） は 第 ２ 冷 却 器 （ ９ ） で 生 成 さ れ た 冷 気 を 各 貯 蔵 室 に 吐 出 す る フ ァ ン で あ り 、 冷 蔵
庫 本 体 （ １ ） 高 さ の ほ ぼ 中 央 に 位 置 す る 前 記 製 氷 貯 氷 室 （ ３ ） と 第 １ の 温 度 切 替 室 （ ４ ）
と の 背 部 に 配 置 さ れ て い る と と も に 、 吐 出 さ れ た 冷 気 は そ れ ぞ れ 専 用 の ダ ク ト （ 11） を 介
し て 、 前 記 製 氷 貯 氷 室 （ ３ ） お よ び 第 １ ～ 第 ３ 温 度 切 替 室 （ ４ ） （ ５ ） （ ６ ） 内 に 吹 き 出
さ れ る も の で あ り 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 各 吹 出 口 （ 12） に は 開 口 を 閉 塞 し て 冷 気 を 遮 断 す
る モ ー タ ダ ン パ ー な ど の ダ ン パ ー （ 13） を そ れ ぞ れ 設 置 し 、 室 内 空 気 温 度 を 検 知 す る セ ン
サ ー （ 14） の 検 出 値 に よ っ て 冷 凍 サ イ ク ル （ 15） の 運 転 お よ び 各 ダ ン パ ー （ 13） を 開 閉 し
、 個 々 の 貯 蔵 室 の 設 定 温 度 に 基 づ い て 導 入 冷 気 量 を 調 節 し て 所 定 の 設 定 室 温 に な る よ う 制
御 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 各 貯 蔵 室 （ ３ ） ～ （ ６ ） を 冷 却 し た 冷 気 は 、 そ れ ぞ れ の 室 の 背 部 に 形 成 し た 吸 込 口 （ 16
） か ら 専 用 ダ ク ト を 通 り 、 第 ２ 冷 却 器 （ ９ ） に 戻 っ て 冷 却 さ れ 、 再 び 吐 出 さ れ る も の で あ
る 。 な お 製 氷 貯 氷 室 （ ３ ） に は ダ ン パ ー を 設 け る こ と な く 、 フ ァ ン （ 10） か ら の 冷 気 は 直
接 室 内 に 吹 き 出 さ れ 、 循 環 冷 気 は 製 氷 貯 氷 室 背 面 の 吸 込 口 よ り 専 用 ダ ク ト を 介 し て 直 接 第
２ 冷 却 器 （ ９ ） に 戻 る よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 第 ３ の 温 度 温 度 切 替 室 （ ６ ） 内 に は 、 収 納 容 器 を 上 容 器 （ ６ ｂ ） と 下 容 器 （ ６ ａ
） に 分 け て 設 置 し て お り 、 前 記 ダ ン パ ー （ 13） は 各 上 下 容 器 （ ６ ｂ ） （ ６ ａ ） に 対 応 す る
位 置 に 各 々 配 置 さ せ て い る 。 そ し て 該 室 内 を 冷 蔵 温 度 以 上 の 比 較 的 温 度 の 高 い 雰 囲 気 温 度
帯 に 保 持 す る 場 合 は 、 下 容 器 （ ６ ａ ） の 吹 出 口 を 閉 じ て 上 容 器 （ ６ ｂ ） 側 の ダ ン パ ー （ 13
） の み を 開 け 、 導 入 し た 冷 気 は 、 上 容 器 （ ６ ｂ ） 内 、 次 い で 下 容 器 （ ６ ａ ） 内 に 循 環 さ せ
る こ と で 上 下 容 器 内 を 所 定 温 度 に 充 分 冷 却 す る こ と が で き 、 無 駄 な 冷 却 制 御 を お こ な う こ
と な く 収 納 食 品 の 過 冷 却 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 温 度 切 替 室 内 の 上 下 の 容 器 設 置 は 、 上 記 の 第 ３ 温 度 切 替 室 （ ６ ） に 限 定 さ れ る も の で は
な く 、 第 ２ 温 度 切 替 室 （ ５ ） 内 の 構 成 と し て 適 用 し て も 良 い こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ 冷 却 器 （ ７ ） （ ９ ） は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 本 体 （ １ ） 下 部 の 機 械
室 内 に 設 置 し た 圧 縮 機 （ 17） お よ び 凝 縮 器 （ 18） 、 切 替 三 方 弁 （ 19） 、 各 冷 却 器 へ の 減 圧
装 置 （ 20） （ 21） と と も に 冷 凍 サ イ ク ル （ 15） の 一 環 を な し 、 第 ２ 冷 却 器 （ ９ ） は 、 冷 蔵
室 （ ２ ） 温 度 に 対 応 す る た め 比 較 的 高 い 蒸 発 温 度 に 設 定 さ れ て い る 第 １ 冷 却 器 （ ７ ） に 比
べ て － ３ ０ ℃ 程 度 の 低 温 度 に 蒸 発 温 度 を 設 定 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ し て 、 圧 縮 機 （ 17） の 駆 動 に よ る 循 環 冷 媒 を 三 方 弁 （ 19） に よ っ て 第 １ 冷 却 器 （ ７ ）
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と 第 ２ 冷 却 器 （ ９ ） に 交 互 に 流 し 、 そ れ ぞ れ の 減 圧 装 置 （ 20） （ 21） に よ っ て 所 定 温 度 で
蒸 発 さ せ る こ と で 冷 蔵 室 （ ２ ） お よ び 各 貯 蔵 室 （ ３ ） ～ （ ６ ） を 設 定 温 度 に 冷 却 す る も の
で あ り 、 こ の 第 ２ 冷 却 器 （ ９ ） の 冷 凍 力 に よ っ て 前 記 製 氷 貯 氷 室 （ ３ ） お よ び 第 １ ～ 第 ３
温 度 切 替 室 （ ４ ） （ ５ ） （ ６ ） は 、 － １ ８ ℃ 以 下 の 冷 凍 温 度 か ら － ８ ℃ 程 度 の 弱 冷 凍 温 度
、 － ３ ℃ の 部 分 凍 結 温 度 、 約 ０ ℃ の チ ル ド 温 度 、 ２ ℃ 程 度 の 冷 蔵 温 度 、 ５ ℃ の 野 菜 保 存 温
度 、 さ ら に は 約 ８ ℃ の ワ イ ン 保 存 温 度 ま で 任 意 に 切 り 替 え て 冷 却 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 勿 論 こ の と き 、 第 ２ 冷 却 器 （ ９ ） の み で な く 、 前 記 圧 縮 機 （ 17） 、 お よ び フ ァ ン （ 10）
を 含 め た 冷 凍 サ イ ク ル （ 15） が 、 製 氷 貯 氷 室 （ ３ ） お よ び 第 １ ～ 第 ３ 温 度 切 替 室 （ ４ ） （
５ ） （ ６ ） の 全 て を 同 時 に 冷 凍 温 度 に 冷 却 し 得 る 吐 出 能 力 を 有 す る も の で あ る こ と は 言 う
ま で も な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 野 菜 を 保 存 す る 雰 囲 気 は 、 冷 蔵 温 度 よ り や や 高 温 で 且 つ 高 湿 度 に 保 持 さ れ る こ と
が 有 効 で あ る と と も に 、 冷 蔵 食 品 や ワ イ ン 保 存 に お い て も 高 湿 度 の 雰 囲 気 は 望 ま し い こ と
か ら 、 前 記 第 １ ～ 第 ３ 温 度 切 替 室 （ ４ ） （ ５ ） （ ６ ） に は 前 記 冷 気 吹 出 口 （ 12） の ダ ン パ
ー （ 13） と と も に 第 ２ 冷 却 器 （ ９ ） へ の 吸 込 み 口 （ 16） に も ダ ン パ ー Ｂ （ 22） を 配 設 し 、
０ ℃ 以 上 の 貯 蔵 温 度 に 設 定 し た 場 合 は こ の ダ ン パ ー Ｂ （ 22） を 前 記 ダ ン パ ー （ 13） の 開 閉
動 作 と 同 期 さ せ る よ う に す る 。 こ れ に よ り 、 ダ ン パ ー Ｂ （ 22） を 閉 じ た と き に は 該 貯 蔵 室
内 冷 気 が 第 ２ 冷 却 器 （ ９ ） 側 へ 吸 い 込 ま れ て 室 内 が 負 圧 に な る こ と な く 密 閉 状 態 と な り 、
室 内 の 乾 燥 を 防 止 し て 良 好 な 保 存 雰 囲 気 を 保 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 に 、 各 温 度 切 替 室 の 他 の 温 度 切 替 構 成 例 に つ き 、 前 記 実 施 例 と 同 一 部 分 に 同 一 符 号 を
附 し た 図 ５ 、 図 ６ に よ り 説 明 す る 。 前 記 温 度 切 替 室 、 例 え ば 第 ２ 温 度 切 替 室 （ ５ ） の 収 納
容 器 （ ５ ａ ） の 上 面 開 口 に は 、 開 口 を 完 全 に 覆 う 大 き さ に 形 成 し た 蓋 （ 23） を 配 置 し て お
り 、 容 器 （ ５ ａ ） の 開 口 周 縁 の 上 部 に 対 応 す る 蓋 （ 23） の 下 面 に は 、 シ リ コ ン ゴ ム な ど で
形 成 し た 環 状 の シ ー ル パ ッ キ ン （ 24） を 固 着 し 、 蓋 （ 23） が 容 器 （ ５ ａ ） の 開 口 を 覆 っ て
当 接 し た 際 に は 、 シ ー ル パ ッ キ ン （ 24） に よ っ て 隙 間 を な く し 、 容 器 （ ５ ａ ） 内 を 密 閉 す
る よ う に 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ し て 、 蓋 （ 23） の 後 部 に お け る 前 記 収 納 容 器 （ ５ ａ ） と 第 ２ 冷 却 器 （ ９ ） を 覆 う 断 熱
カ バ ー （ 25） と の 間 隙 に は 、 図 ７ に 示 す 蓋 開 閉 機 構 （ 26） を 設 け て い る 。 蓋 （ 23） の 後 端
に は 、 詳 細 を 後 述 す る 蓋 開 閉 機 構 （ 26） の 押 上 げ 片 （ 27） と 係 合 す る 係 止 孔 （ 23ａ ） を 穿
設 し て お り 、 ま た 、 蓋 （ 23） の 前 端 の 幅 方 向 中 央 部 に は 、 係 合 長 孔 を 穿 っ た 係 合 凸 部 （ 23
ｂ ） を 形 成 し て お り 、 蓋 （ 23） は こ の 係 合 凸 部 （ 23ｂ ） を 介 し て 、 第 ２ 温 度 切 替 室 （ ５ ）
の 天 井 壁 に 設 け た Ｌ 字 状 の 保 持 フ ッ ク （ 28） に 所 定 の 回 動 を 許 容 す る よ う に 係 合 保 持 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 し か し て 、 前 記 蓋 開 閉 機 構 （ 26） は 、 前 記 断 熱 カ バ ー （ 25） と 収 納 容 器 （ ５ ａ ） の 後 壁
と の 間 隙 が 小 さ い こ と か ら 、 断 熱 カ バ ー （ 25） 中 に 一 部 を 埋 め 込 ん だ モ ー タ （ 29） で 駆 動
さ れ る ネ ジ 状 の ウ オ ー ム （ 30ａ ） の 回 転 を ギ ア ト レ ー ン （ 30ｂ ） で 減 速 し 、 こ の モ ー タ ギ
ア （ 30） の 回 転 を 直 線 運 動 に 変 換 し て 棒 状 の 押 上 げ 片 （ 27） を 上 方 に 突 出 、 あ る い は 陥 没
さ せ る コ ン パ ク ト な 機 構 と し て お り 、 第 ２ 温 度 切 替 室 （ ５ ） の 設 定 温 度 を 切 り 替 え る 際 の
操 作 に よ る 指 示 信 号 に よ っ て 駆 動 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ し て 、 第 ２ 温 度 切 替 室 （ ５ ） を チ ル ド 温 度 か ら 冷 凍 温 度 に 至 る 比 較 的 低 温 度 に 設 定 し
た 場 合 な ど で 、 ダ ン パ ー （ 13） を 開 き 蓋 開 閉 機 構 （ 26） を 駆 動 さ せ た 際 に は 、 図 ６ に 示 す
よ う に 、 モ ー タ ギ ア （ 30） に よ っ て 押 上 げ 片 （ 27） を 上 方 に 突 出 さ せ 、 そ の 上 端 を 蓋 （ 23
） に 当 接 係 合 さ せ て 蓋 （ 23） を 所 定 量 押 し 上 げ る こ と で 、 収 納 容 器 （ ５ ａ ） の 上 縁 と 開 放
し た 蓋 （ 23） と の 間 隙 に 第 ２ 切 替 室 （ ５ ） の 冷 気 吹 出 口 （ 12） を 位 置 さ せ 、 冷 気 吹 出 口 （
12） か ら 吹 き 出 さ れ た 冷 気 を 収 納 容 器 （ ５ ａ ） お よ び （ ５ ｂ ） 内 に 導 入 し て 容 器 内 を 所 定
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の 低 温 度 に 冷 却 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 第 ２ 切 替 室 （ ５ ） を 冷 蔵 温 度 や 野 菜 貯 蔵 温 度 、 あ る い は ワ イ ン 保 存 温 度 の よ う に
比 較 的 高 温 度 に 切 り 替 え る 場 合 に は 、 逆 に 、 前 記 蓋 開 閉 機 構 （ 26） に よ る 押 上 げ 片 （ 27）
の 下 方 へ の 引 き 込 み に よ り 、 蓋 前 端 の 係 合 凸 部 （ 23ｂ ） と 保 持 フ ッ ク （ 28） と の 係 合 を 保
持 し た ま ま 、 蓋 （ 23） の 重 力 に よ り 後 端 を 下 降 さ せ る よ う に す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ れ に よ り 、 蓋 （ 23） は パ ッ キ ン （ 24） を 介 し て 収 納 容 器 （ ５ ａ ） の 周 縁 フ ラ ン ジ に 密
着 し 容 器 （ ５ ａ ） の 開 口 は 密 閉 さ れ る 。 同 時 に 、 前 記 冷 気 吹 出 口 （ 12） は 蓋 （ 23） の 上 部
に 位 置 す る こ と に な り 、 吹 き 出 し 冷 気 は 収 納 容 器 （ ５ ａ ） 内 に は 流 入 せ ず 切 替 室 （ ５ ） に
お け る 容 器 の 周 囲 を 循 環 し て 間 接 的 に 収 納 容 器 （ ５ ａ ） 内 を 冷 却 す る こ と で 貯 蔵 室 内 の 乾
燥 を 防 止 し 、 良 好 な 保 存 雰 囲 気 を 保 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 な お 、 前 記 蓋 前 端 の 係 合 凸 部 （ 23ｂ ） と 保 持 フ ッ ク （ 28） と の 係 合 関 係 は 、 前 記 実 施 例
構 成 に 限 る も の で は な く 、 逆 の 関 係 で も 問 題 な い こ と は 言 う ま で も な く 、 ま た 、 蓋 開 閉 機
構 （ 26） に つ い て も 、 前 記 モ ー タ ギ ア （ 30） の 代 わ り に ソ レ ノ イ ド を 配 置 し 、 制 御 信 号 に
よ る ソ レ ノ イ ド へ の 通 電 で 容 器 に 対 す る 蓋 の 開 閉 制 御 を お こ な う よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 に よ る 冷 蔵 庫 貯 蔵 室 の 設 定 使 用 例 を 説 明 す る 。 こ の 例 で は ま ず 、 上 部 に は
冷 蔵 室 （ ２ ） お よ び そ の 下 方 に は 製 氷 貯 氷 室 （ ３ ） が 固 定 状 態 で 配 置 さ れ て お り 、 製 氷 貯
氷 室 （ ２ ） に 併 設 さ れ て い る 第 １ 温 度 切 替 室 （ ４ ） は 冷 凍 温 度 仕 様 に 設 定 し て い る 。 そ し
て 、 第 ２ 温 度 切 替 室 （ ５ ） は 野 菜 温 度 仕 様 と し 、 最 下 部 の 第 ３ 温 度 切 替 室 （ ６ ） は 冷 凍 温
度 仕 様 に 設 定 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の よ う に 設 定 す る こ と に よ り 、 最 も 使 用 頻 度 の 高 い 冷 蔵 室 （ ２ ） は 使 用 者 の 目 線 の 高
さ 位 置 に あ っ て 収 納 物 の 出 し 入 れ 作 業 の 使 い 勝 手 が よ い も の で あ り 、 製 氷 貯 氷 室 （ ３ ） は
本 体 の ほ ぼ 中 央 高 さ に 位 置 す る こ と か ら 、 こ れ も 貯 氷 さ れ た 氷 の 取 り 出 し が 腰 を 屈 め ず 容
易 に な る 長 所 が あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 さ ら に 一 般 的 に 冷 蔵 室 （ ２ ） に 次 い で 使 用 頻 度 の 高 い 野 菜 温 度 帯 を 製 氷 貯 氷 室 （ ３ ） 下
部 の 第 ２ 温 度 切 替 室 （ ５ ） に 設 定 し た た め 、 使 用 者 は 腰 部 分 に 当 た る 比 較 的 高 い 位 置 で 容
器 （ ５ ａ ） を 引 き 出 し 、 上 面 開 口 に 対 し て 上 方 か ら 収 納 物 を 出 し 入 れ す る こ と が で き 、 こ
れ も 使 い 勝 手 が よ く な る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 そ し て 最 下 部 の 第 ３ 温 度 切 替 室 （ ６ ） に 位 置 し た 冷 凍 温 度 帯 は 長 期 に 亙 っ て 貯 蔵 す る 冷
凍 食 品 の 保 存 場 所 と し 、 比 較 的 短 期 で 食 用 に 供 す る 貯 蔵 品 は こ れ も 冷 凍 仕 様 と し た 前 記 第
１ 温 度 切 替 室 （ ４ ） に 収 納 す る こ と に よ り 、 見 易 く 出 し 入 れ し 易 い 高 さ 位 置 で 取 り 扱 う こ
と が で き 、 使 い 勝 手 の よ い 各 貯 蔵 室 の レ イ ア ウ ト 設 定 が で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 勿 論 、 第 １ 温 度 切 替 室 （ ４ ） は 冷 凍 温 度 に 限 ら ず 、 チ ル ド 温 度 や 弱 冷 凍 温 度 帯 な ど 使 用
者 の 都 合 に 応 じ た 温 度 帯 に 設 定 す る こ と は 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 上 記 設 定 使 用 例 の 場 合 、 冷 凍 温 度 帯 が 第 １ と 第 ３ 温 度 切 替 室 （ ４ ） （ ６ ） と な っ て 必 要
と な る 冷 凍 力 が 大 き く な る が 、 本 発 明 に よ れ ば 、 前 記 冷 凍 サ イ ク ル （ 15） の ご と く 、 大 容
量 の 冷 蔵 室 （ ２ ） は 冷 蔵 専 用 の 第 １ 冷 却 器 （ ７ ） で 冷 却 す る と と も に 、 製 氷 貯 氷 室 （ ３ ）
お よ び 第 １ ～ 第 ３ 温 度 切 替 室 （ ４ ） （ ５ ） （ ６ ） は 、 前 記 第 ２ 冷 却 器 （ ９ ） の 冷 凍 力 に よ
っ て 全 て の 室 を － １ ８ ℃ 以 下 の 冷 凍 温 度 に 冷 却 し 得 る 能 力 を 有 し て い る の で 、 冷 却 不 足 に
な る 懸 念 は な く 、 充 分 な 冷 凍 力 で 安 定 し た 冷 却 を お こ な う こ と が で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 し た が っ て 、 他 の 貯 蔵 室 の 設 定 使 用 例 と し て は 、 上 部 の 冷 蔵 室 （ ２ ） に 対 し て 、 下 方 の
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製 氷 貯 氷 室 （ ３ ） お よ び 第 １ ～ 第 ３ 温 度 切 替 室 （ ４ ） （ ５ ） （ ６ ） を 冷 凍 温 度 帯 と し て 使
用 す る こ と も 考 え ら れ る 。 こ の よ う に 設 定 す れ ば 、 冷 蔵 庫 全 体 の 収 納 容 積 の ほ ぼ ５ ０ ％ に
当 た る 容 積 を 冷 凍 温 度 帯 空 間 と す る こ と が で き る の で 、 例 え ば 、 正 月 前 な ど に 冷 凍 食 品 を
大 量 に ま と め 購 入 し 蓄 蔵 す る 場 合 に 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 上 記 に お い て は 、 第 ２ 温 度 切 替 室 （ ５ ） を 野 菜 貯 蔵 空 間 と し て い る の で 、 野 菜 に 付
い た 土 汚 れ が 下 方 の 冷 凍 温 度 帯 と し た 第 ３ 温 度 切 替 室 （ ６ ） 内 に 落 下 し 易 い た め 衛 生 的 に
不 安 が あ る 場 合 に は 、 温 度 設 定 を 逆 に し て 野 菜 温 度 帯 を 第 ３ 温 度 切 替 室 （ ６ ） に 設 定 す れ
ば 、 前 記 不 安 を 解 消 し て 安 心 し て 使 用 す る こ と が で き る も の で あ り 、 こ の よ う な 温 度 切 替
室 の 仕 様 切 替 は 使 用 者 の 都 合 に 応 じ て 簡 単 に お こ な う こ と が で き る た め 、 使 い 勝 手 を 良 好
な る も の で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 発 明 は 、 多 温 度 切 替 室 を 複 数 設 置 し て 必 要 と す る 冷 却 温 度 帯 の 収 納 容 積 を 拡 大 し 、 使
い 勝 手 の 向 上 を は か っ た 冷 蔵 庫 に 利 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の １ 実 施 形 態 を 示 す 冷 蔵 庫 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に お け る 冷 蔵 庫 の 扉 を 省 略 し た 状 態 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 冷 気 ダ ン パ ー 部 を 示 す 要 部 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ に お け る 冷 凍 サ イ ク ル 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 温 度 切 替 構 成 の 他 の 実 施 例 を 示 す 要 部 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ に お け る 蓋 の 開 放 状 態 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ５ の 蓋 開 閉 機 構 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 １ 　 冷 蔵 庫 本 体 　 　 　 　 　 　 ２ 　 冷 蔵 室 　 　 　 　 　 　 　 　 ３ 　 製 氷 貯 氷 室
　 ４ 　 第 １ 温 度 切 替 室 　 　 　 　 ５ 　 第 ２ 温 度 切 替 室 　 　 　 　 ６ 　 第 ３ 温 度 切 替 室
　 ４ ａ ～ ６ ｂ 　 収 納 容 器 　 　 　 ７ 　 第 １ （ 冷 蔵 用 ） 冷 却 器 　 ８ 　 冷 蔵 用 フ ァ ン
　 ９ 　 第 ２ （ 温 度 切 替 室 用 ） 冷 却 器 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 10　 第 ２ フ ァ ン
　 11　 ダ ク ト 　 　 　 　 　 　 　 　 12　 冷 気 吹 出 口 　 　 　 　 　 　 13　 ダ ン パ ー
　 14　 温 度 セ ン サ ー 　 　 　 　 　 15　 冷 凍 サ イ ク ル 　 　 　 　 　 16　 吸 込 口
　 17　 圧 縮 機 　 　 　 　 　 　 　 　 18　 凝 縮 器 　 　 　 　 　 　 　 　 19　 切 替 三 方 弁
　 20、 21　 減 圧 装 置 　 　 　 　 　 22　 ダ ン パ ー Ｂ 　 　 　 　 　 　 23　 蓋
　 23ａ 　 係 止 孔 　 　 　 　 　 　 　 23ｂ 　 係 合 凸 部 　 　 　 　 　 　 24　 シ ー ル パ ッ キ ン
　 25　 断 熱 カ バ ー 　 　 　 　 　 　 26　 蓋 開 閉 機 構 　 　 　 　 　 　 27　 押 上 げ 片
　 28　 保 持 フ ッ ク 　 　 　 　 　 　 29　 モ ー タ 　 　 　 　 　 　 　 　 30　 モ ー タ ギ ア
　 30ａ 　 ウ オ ー ム 　 　 　 　 　 　 30ｂ 　 ギ ア ト レ ー ン
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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